
【駒 大】  打安点 
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PR砂 川  ０００ 

③増 本  ３００ 
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    回   打安責 

●白崎勇 ９2/3 38９１ 

 井 口  1/3 ２１０ 

開
幕
カ
ー
ド
で
既
に
勝

ち
点
を
１
つ
落
と
し
た
駒

大
。
次
こ
そ
は
と
挑
ん
だ
青

学
大
戦
だ
っ
た
が
、
苦
し
い

黒
星
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。 

写
真
＝
橋
本
圭
史
、 

 
 

 

池
田
初
、 

 
 

 

服
部
萌
香 

文

＝

松

井

智

子 

９
2/3
を
投
げ
、
145
球
自
責
点
１
と
熱
投
す

る
も
敗
戦
投
手
と
な
っ
た
白
崎
勇 

先
発
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ 

た
の
は
、
前
カ
ー
ド
〝
失
点 

７
〟
と
荒
れ
た
、
エ
ー
ス
・ 

白
崎
勇
気
（
営
４
）。 

こ
の
日
も
初
回
、
先
頭
打

者
に
中
前
安
打
を
許
す
と
、

味
方
の
失
策
も
絡
み
、
早
々

と
先
制
点
を
奪
わ
れ
る
が
、

東
洋
大
戦
後
「
と
り
あ
え
ず

多
く
投
げ
込
ん
だ
」
成
果
が

実
り
、
初
回
以
降
は
安
定
し

た
投
球
を
見
せ
た
。
そ
の
裏

即
座
に
逆
転
に
成
功
し
、
１

点
リ
ー
ド
で
迎
え
た
６
回
、 

 

左
翼
方
向
に
あ
が
っ
た
打

球
を
中
谷
泰
周
（
市
３
）
が

落
球
し
試
合
は
振
り
出
し

に
。
そ
の
ま
ま
延
長
戦
に
突

入
し
た
10
回
、
一
死
満
塁

の
危
機
に
「
絶
対
に
抑
え
て

や
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
バ

ト
ン
を
受
け
継
い
だ
二
番

手
・
井
口
拓
皓
（
経
３
）
で

あ
っ
た
が
、
決
勝
打
と
な
る

中
前
安
打
を
浴
び
て
し
ま

う
。
打
線
も
「
今
日
は
野
手

が
足
を
引
っ
張
っ
た
」
と
捕

手
の
戸
柱
恭
孝
（
現
３
）
が

振
り
返
る
よ
う
に
初
回
以

降
無
安
打
、
二
桁
三
振
と
振

る
わ
ず
粘
る
投
手
陣
を
援

護
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

悔
や
ん
だ
。 

試
合
後
「
東
都
は
本
当
に 

苦
し
い
」
と
語
っ
た
小
椋
正 

博
監
督
の
言
葉
が
今
日
の

試
合
の
全
て
を
物
語
る
よ

う
な
結
果
だ
っ
た
。
次
戦
の

カ
ギ
は
打
撃
陣
が
握
っ
て

い
る
。
エ
ー
ス
の
復
調
に
、

そ
の
打
線
の
奮
起
が
加
わ

れ
ば
〝
勝
利
〟
の
二
文
字

は
お
の
ず
と
見
え
て
く
る

は
ず
だ
。 

初回、勝ち越しの中犠飛を放

った戸柱 

 
11 年秋季リーグ 

第２週・９月 13日 

０勝１敗 
 

青学大 １００ ００１ ０００ １ ３ 

駒 大 ２００ ０００ ０００ ０ ２ 

二桁三振と不甲斐ない結果に終

わった打線【左】と６回、痛恨

の失策を犯した中谷【左】 


